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「
大
衆
文
化
」
第
十
号
で
は
、
井
上
良
夫
に
宛
て
た
江
戸
川
乱
歩
の

書
簡
か
ら
、
昭
和
十
四
年
九
月
三
十
日
の
も
の
を
紹
介
し
た
。
そ
の

書
簡
で
は
、
フ
ォ
ー
マ
ン
の
「G

uilt
」
と
ジ
ョ
ン
・
デ
ィ
ク
ス
ン
・

カ
ー
の
「To W

ake the D
ead

」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
た
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
昭
和
十
三
年
二
月
一
日
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
書
簡
で
は
イ
ー
デ
ン
・
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
の
「Physician, heal 

thyself

」（「
医
者
よ
自
分
を
癒
せ
」）
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。

井
上
良
夫
は
乱
歩
の
鳥
羽
造
船
所
時
代
の
知
人
の
息
子
で
あ
っ
た

が
、「
ぷ
ろ
ふ
い
る
」
な
ど
の
探
偵
小
説
誌
に
評
論
を
発
表
す
る
よ
う

に
な
り
、
昭
和
十
年
ご
ろ
か
ら
文
通
が
は
じ
ま
っ
た
と
乱
歩
は
『
探

偵
小
説
四
十
年
』
に
書
い
て
い
る
。

昭
和
八
年
ご
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
、
乱
歩
の
い
う
「
日
本
探
偵
小

説
第
二
の
山
」
で
は
、
夢
野
久
作
、
小
栗
虫
太
郎
、
木
々
高
太
郎
ら

が
活
躍
し
て
い
る
。
井
上
良
夫
が
評
論
や
翻
訳
を
発
表
し
た
の
も
こ

の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
盛
り
上
が
り
は
昭
和
十
二
年
ご
ろ
に
は
終
息

す
る
こ
と
に
な
る
。

昭
和
十
二
年
と
い
う
の
は
、
日
中
戦
争
の
始
ま
っ
た
年
で
、
乱
歩

の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
で
あ
る
「
貼
雑
年
譜
」
に
は
「
七
月
、
シ
ナ

事
変
勃
発
す
る
に
及
び
、
私
の
仕
事
は
一
入
窮
屈
に
な
っ
た
。
も
は

や
遊
戯
文
学
の
時
代
で
は
な
い
の
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
探

偵
小
説
が
徐
々
に
発
表
し
に
く
い
状
況
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

探
偵
小
説
誌
「
ぷ
ろ
ふ
い
る
」
は
こ
の
年
の
四
月
号
、「
探
偵
春
秋
」

は
八
月
号
で
廃
刊
に
な
り
、
一
月
に
創
刊
さ
れ
た
「
シ
ュ
ピ
オ
」
も

翌
十
三
年
の
四
月
号
で
廃
刊
と
な
っ
た
。
探
偵
小
説
専
門
誌
は
こ
れ

で
す
べ
て
な
く
な
り
、
雑
誌
「
新
青
年
」
か
ら
も
探
偵
小
説
が
消
え

て
い
っ
た
。

こ
の
「
第
二
の
山
」
の
時
期
に
乱
歩
は
、
評
論
「
鬼
の
言
葉
」
を

「
ぷ
ろ
ふ
い
る
」
に
連
載
す
る
な
ど
、
評
論
活
動
に
力
を
注
い
で
い

る
。
ま
た
、
春
秋
社
『
日
本
探
偵
小
説
傑
作
集
』
と
柳
香
書
院
「
世

界
探
偵
名
作
全
集
」（『
探
偵
小
説
四
十
年
』
で
は
「
世
界
探
偵
小
説

傑
作
叢
書
」
と
書
か
れ
て
い
る
）
と
の
編
集
を
お
こ
な
っ
た
。「
世
界

探
偵
名
作
全
集
」
は
森
下
雨
村
と
江
戸
川
乱
歩
の
編
集
と
な
っ
て
い

る
が
、
作
品
の
選
定
な
ど
に
も
井
上
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
全
集
は
、
井
上
訳
の
『
赤
毛
の
レ
ド
メ
イ
ン
一
家
』
を

井
上
良
夫
宛
江
戸
川
乱
歩
書
簡（
２
）

〈
解
題
〉
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含
む
五
冊
を
刊
行
し
た
の
み
で
中
絶
し
て
し
ま
う
。
だ
が
、
こ
の
企

画
に
か
か
わ
る
こ
と
で
乱
歩
は
海
外
探
偵
小
説
を
吸
収
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
井
上
良
夫
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
作
家
に
は
「
樽
」

の
Ｆ
・
Ｗ
・
ク
ロ
フ
ツ
、「
エ
ン
ジ
ェ
ル
家
の
殺
人
」
の
ロ
ジ
ャ
ー
・

ス
カ
ー
レ
ッ
ト
、「
完
全
殺
人
事
件
」
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
・
ブ
ッ

シ
ュ
、「
Ｙ
の
悲
劇
」
の
バ
ー
ナ
ビ
ー
・
ロ
ス
（
の
ち
に
エ
ラ
リ
ー
・

ク
イ
ー
ン
の
別
名
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
）
な
ど
が
い
る
。
な
か

で
も
、
イ
ー
デ
ン
・
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
は
乱
歩
に
と
っ
て
非
常
に
重
要

な
作
家
と
な
っ
た
。

イ
ー
デ
ン
・
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
は
、
一
八
六
二
年
に
英
領
イ
ン
ド
で

生
ま
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
作
家
で
あ
る
。
ダ
ー
ト
ム
ア
・
ノ
ベ
ル
ズ
と

い
わ
れ
る
田
園
小
説
や
、
歴
史
小
説
、
戯
曲
の
作
者
と
し
て
著
名

だ
っ
た
。
実
際
に
は
早
い
時
期
か
ら
探
偵
小
説
的
な
も
の
も
書
い
て

い
た
よ
う
だ
が
、
六
十
歳
か
ら
探
偵
小
説
を
発
表
し
始
め
た
と
い
う

よ
う
に
日
本
で
は
紹
介
さ
れ
て
き
た
。

隣
家
に
住
ん
で
い
た
、
若
き
日
の
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
に
助
言

を
し
、
作
家
と
な
る
き
っ
か
け
を
与
え
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い

る
。ま

た
、
ハ
リ
ン
ト
ン
・
ヘ
ク
ス
ト
名
義
で
も
『
テ
ン
プ
ラ
ー
家
の

惨
劇
』『
誰
が
駒
鳥
を
殺
し
た
か
？
』
と
い
っ
た
ミ
ス
テ
リ
を
書
い
て

い
る
が
、
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
と
ヘ
ク
ス
ト
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。

晩
年
ま
で
執
筆
を
続
け
、
一
九
六
〇
年
に
九
十
八
歳
で
亡
く
な
っ

た
。乱

歩
に
よ
る
も
っ
と
も
有
名
な
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
評
と
し
て
は
、
評

論
「
鬼
の
言
葉
」
の
、「
赤
毛
の
レ
ド
メ
イ
ン
一
家
」
を
紹
介
し
た
も

の
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
「
ぷ
ろ
ふ
い
る
」
昭
和
十
年

九
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
単
行
本
『
鬼
の
言
葉
』（
昭
和
十

一
年
）
の
ほ
か
、『
随
筆
探
偵
小
説
』（
昭
和
二
十
二
年
）、『
海
外
探

偵
小
説　

作
家
と
作
品
』（
昭
和
三
十
二
年
）
な
ど
に
も
再
録
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
評
論
は
、
昭
和
十
年
の
は
じ
め
、
井
上
か
ら
借
り
た
「
赤
毛

の
レ
ド
メ
イ
ン
一
家
」
を
読
み
、
非
常
に
感
心
し
た
と
い
う
記
述
か

ら
始
ま
る
。
作
者
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
に
つ
い
て
解
説
し
た
あ
と
、「
赤
毛

の
レ
ド
メ
イ
ン
一
家
」
の
あ
ら
す
じ
を
紹
介
し
て
い
く
。
他
の
作
家

の
作
品
な
ど
と
比
較
し
な
が
ら
こ
の
作
品
を
評
価
し
て
、「
ロ
マ
ン

テ
ィ
シ
ズ
ム
本
格
探
偵
小
説
の
最
高
峰
と
称
し
て
も
云
い
過
ぎ
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
」
と
書
い
て
い
る
。
最
後
に
、
当
時
乱
歩
が
把
握
し

て
い
た
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
の
他
の
長
篇
小
説
を
七
つ
列
挙
し
て
い
る
。
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そ
の
な
か
で
も
「A

 Voice from
 the D

ark

」（「
闇
か
ら
の
声
」）
に

つ
い
て
は
、「
レ
ド
メ
イ
ン
ズ
」
に
次
ぐ
傑
作
で
あ
る
と
評
し
て
い

る
。こ

の
よ
う
に
、
乱
歩
は
「
赤
毛
の
レ
ド
メ
イ
ン
家
」
を
高
く
評
価

し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
昭
和
十
一
年
一
月
か
ら
昭
和
十
二
年
二

月
ま
で
「
講
談
倶
楽
部
」
に
連
載
さ
れ
た
乱
歩
の
「
緑
衣
の
鬼
」
は
、

こ
の
「
赤
毛
の
レ
ド
メ
イ
ン
家
」
を
も
と
に
し
た
翻
案
小
説
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
戦
後
に
再
開
さ
れ
た
「
ぷ
ろ
ふ
い
る
」
誌
の
、
昭
和
二
十

二
年
四
月
号
に
発
表
し
た
「
類
聚
ベ
ス
ト
・
テ
ン
」
の
な
か
で
乱
歩

は
、「
第
一
次
大
戦
後
の
長
篇
ベ
ス
ト
・
テ
ン
」
と
し
て
第
一
位
に

フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
の
「
赤
毛
の
レ
ド
メ
イ
ン
」
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の

リ
ス
ト
は
評
論
集
『
幻
影
城
』（
昭
和
二
十
六
年
）
に
も
「
江
戸
川

選
、
黄
金
時
代
ベ
ス
ト
・
テ
ン
」
と
し
て
収
録
さ
れ
た
。

『
幻
影
城
』
で
は
、
乱
歩
が
選
定
し
た
作
品
の
リ
ス
ト
だ
け
で
は
な

く
、「
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
の
推
称
し
た
英
国
の
九
傑
作
」
も
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
な
か
に
は
、
④
に
「
誰
が
駒
鳥
を
殺
し
た
か
」、
⑤
に

「
赤
毛
の
レ
ド
メ
イ
ン
家
」
の
二
作
が
入
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
新

青
年
の
作
家
訳
家
投
票
に
よ
る
十
傑
作
」
に
も
、
③
に
「
赤
毛
の
レ

ド
メ
イ
ン
家
」
が
入
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
日
本
の
多
く
の
探
偵
小
説
読
者
の
指
針
と

な
っ
た
リ
ス
ト
に
登
場
す
る
こ
と
で
、
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
は
知
ら
れ
て

い
っ
た
の
だ
っ
た
。

戦
後
、
特
に
昭
和
二
十
五
年
以
降
に
な
る
と
、
海
外
の
探
偵
小
説

が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
が
、
フ
ィ
ル
ポ
ッ

ツ
も
そ
う
い
っ
た
作
家
た
ち
の
ひ
と
り
に
入
っ
て
い
た
。
雑
誌
「
別

冊
宝
石
」
は
「
世
界
探
偵
小
説
傑
作
選
」「
世
界
探
偵
小
説
全
集
」
と

い
っ
た
作
家
別
の
特
集
号
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
「
世
界
探
偵
小
説

全
集
」
の
、
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
、
Ｆ
・
Ｗ
・
ク
ロ
フ
ツ
に
続
く

３
番
目
と
し
て
、
昭
和
二
十
八
年
に
は
「
別
冊
宝
石
29　

Ｅ
・
フ
ィ

ル
ポ
ッ
ツ
篇
」
も
刊
行
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
乱
歩
が
序
文
「
フ
ィ
ル

ポ
ッ
ツ
に
つ
い
て
」
を
書
き
、
井
上
良
夫
訳
「
赤
毛
の
レ
ド
メ
イ
ン
」

が
再
録
さ
れ
た
ほ
か
、
桂
英
二
訳
「
密
室
の
守
銭
奴
」（
抄
訳
）、
宇

野
利
泰
訳
「
医
者
よ
自
分
を
癒
せ
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
医
者
よ

自
分
を
癒
せ
』
は
、
昭
和
三
十
一
年
に
早
川
書
房
の
ポ
ケ
ッ
ト
ミ
ス

テ
リ
で
も
刊
行
さ
れ
た
。

乱
歩
は
『
海
外
探
偵
小
説　

作
家
と
作
品
』
の
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
の

項
の
「
追
記
」
で
、「
医
者
よ
自
分
を
癒
せ
」
に
つ
い
て
「
こ
れ
は
井

上
良
夫
君
が
大
い
に
推
称
し
て
い
た
の
で
、
私
も
一
読
し
、
次
に
飜

訳
す
べ
き
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
の
作
と
し
て
、
人
に
も
話
し
て
い
た
の
だ

が
、
そ
れ
が
こ
の
「
宝
石
」
別
冊
で
や
っ
と
訳
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
作
は
探
偵
よ
り
も
犯
罪
心
理
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
て
、
フ
ィ

ル
ポ
ッ
ツ
独
特
の
悪
人
の
心
理
描
写
に
魅
力
が
あ
っ
た
。
実
に
悪
人

を
描
く
こ
と
の
う
ま
い
作
家
で
あ
る
。」
と
い
う
よ
う
に
書
い
て
い

る
。
乱
歩
は
「
赤
毛
の
レ
ド
メ
イ
ン
家
」「
闇
か
ら
の
声
」
を
重
要
な

作
品
と
し
て
挙
げ
た
が
、
二
作
に
は
劣
る
も
の
の
、
そ
れ
に
次
ぐ
も

の
と
し
て
「
医
者
よ
自
分
を
癒
せ
」（Physician, heal thyself

）
は
、

高
く
評
価
さ
れ
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
密
室
の
守
銭
奴
」（M

arylebone M
iser

）
は
、
米
国
版
で
は

「Jig-Saw

」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
も
今

回
紹
介
す
る
書
簡
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た

「
別
冊
宝
石
」
序
文
で
は
、「
こ
れ
は
純
然
た
る
パ
ヅ
ル
小
説
で
、
米

版
の
題
の
「
ジ
ッ
グ
・
ソ
ウ
」（
は
め
絵
）
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。
カ

ロ
ラ
イ
ン
・
ウ
エ
ル
ズ
な
ど
は
、
こ
れ
を
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
の
最
上
作

と
し
て
い
る
ほ
ど
だ
が
、
な
る
ほ
ど
本
格
味
は
こ
の
方
が
強
い
け
れ

ど
も
、
フ
氏
の
本
領
は
や
は
り
「
赤
毛
」
や
「
闇
か
ら
の
声
」
に
あ

る
と
思
う
。
し
か
し
謎
小
説
と
し
て
は
充
分
面
白
く
、
冒
頭
に
提
出

さ
れ
る
「
密
室
」
の
魅
力
、
ジ
ッ
グ
・
ソ
ウ
・
パ
ヅ
ル
の
一
片
一
片

を
探
し
求
め
る
の
だ
と
い
う
リ
ン
グ
ロ
ー
ズ
の
探
偵
法
、
最
後
に
子

供
の
絵
本
か
ら
密
室
の
秘
密
を
悟
る
す
ば
ら
し
い
思
い
つ
き
な
ど
、

捨
て
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
犯
人
の
異
常
性
格
も
甚
だ
独
創
的
で
面

白
い
。」
と
い
う
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
に
つ
い
て
の
、
乱
歩
以
外
の
解
説
と
し
て
は
、
ま

ず
、『
世
界
推
理
小
説
大
系 

第
15
巻 

フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
』
の
荒
正
人
に

よ
る
解
説
が
あ
る
（
訳
す
に
あ
た
っ
て
、
乱
歩
よ
り
「
赤
毛
の
レ
ド

メ
イ
ン
家
」「
闇
か
ら
の
声
」
の
原
書
を
借
り
た
と
あ
る
）。
作
者
に

つ
い
て
紹
介
す
る
だ
け
で
な
く
、
ダ
ー
ト
ム
ア
、
ド
ー
チ
ェ
ス
タ
ー
、

コ
モ
湖
と
い
っ
た
舞
台
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
い
る
。「
鬼
の
言
葉
」

も
引
用
さ
れ
、
乱
歩
と
井
上
の
功
績
を
評
価
し
た
も
の
に
な
っ
て
い

る
。比

較
的
新
し
い
も
の
と
し
て
は
、
森
英
俊
『
世
界
ミ
ス
テ
リ
作
家

辞
典　

本
格
派
編
』（
国
書
刊
行
会　

一
九
九
八
年
）
の
「
イ
ー
デ

ン
・
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
」
の
項
や
、
石
上
三
登
志
「
誰
が
「
駒
鳥
」
を

忘
れ
た
か
？
」（「
創
元
推
理
21
」
二
〇
〇
二
年
夏
号
、『
名
探
偵
た
ち

の
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
東
京
創
元
社 

二
〇
〇
七
年
）、
真
田
啓
介
「
フ
ィ

ル
ポ
ッ
ツ
問
答
」（
ハ
リ
ン
ト
ン
・
ヘ
ク
ス
ト
『
テ
ン
プ
ラ
ー
家
の
惨

劇
』
解
説
。
国
書
刊
行
会 

二
〇
〇
三
年
）
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
。

長
谷
部
史
親
「
続
・
欧
米
推
理
小
説
翻
訳
史
12　

イ
ー
デ
ン
・

フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
」（「
Ｅ
Ｑ
」
一
九
九
七
年
七
月
号
）
を
見
る
と
、
フ
ィ

ル
ポ
ッ
ツ
の
名
は
大
正
期
か
ら
少
し
ず
つ
紹
介
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
し
て
井
上
良
夫
の
紹
介
と
翻
訳
に
よ
っ
て
探
偵
小
説
の

読
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
戦
後
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
様
子
が
解
説
さ

れ
て
い
る
。
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先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
井
上
訳
『
赤
毛
の
レ
ド
メ
イ
ン
一
家
』
は

「
世
界
探
偵
名
作
全
集
」
の
一
巻
と
し
て
昭
和
十
年
十
月
に
刊
行
さ

れ
た
。
さ
ら
に
『
闇
か
ら
の
声
』
は
大
元
社
か
ら
昭
和
十
七
年
十
一

月
に
出
て
い
る
。
こ
れ
に
は
乱
歩
の
序
文
と
井
上
の
「
フ
ィ
ル
ポ
ッ

ツ
に
就
て
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
は
、『
赤
毛
の
レ
ド
メ
イ
ン
』
と
し
て
、
昭
和
二
十
五
年
に
井

上
訳
に
手
を
入
れ
た
も
の
が
雄
鶏
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
ほ
か
、
大
岡

昇
平
、
荒
正
人
な
ど
何
種
類
か
の
翻
訳
も
刊
行
さ
れ
た
。
な
お
、

「T
he R

ed R
edm

aynes

」
は
昭
和
十
年
の
井
上
訳
で
は
『
赤
毛
の
レ

ド
メ
イ
ン
一
家
』
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
『
赤
毛
の

レ
ッ
ド
メ
ー
ン
』
な
ど
い
く
つ
も
の
異
な
る
タ
イ
ト
ル
で
刊
行
さ
れ

て
い
る
。

フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
の
翻
訳
は
昭
和
二
十
五
年
か
ら
三
十
五
年
ご
ろ
に

集
中
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
は
少
な
く
な
っ
た
も
の
の
、

昭
和
五
十
年
代
に
も
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
、
決
し
て
忘
れ
去
ら
れ

た
作
家
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

た
だ
、
石
上
や
真
田
の
解
説
に
も
あ
る
よ
う
に
、
現
在
に
お
け
る

フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
の
評
価
は
そ
れ
ほ
ど
高
い
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
、

乱
歩
に
よ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
た
作
家
、
と
い
う
認
識
の
さ
れ
方
が

一
般
的
な
よ
う
で
あ
る
。

乱
歩
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
の

特
徴
は
、
犯
罪
者
の
心
理
を
描
く
こ
と
に
あ
る
。
探
偵
小
説
の
性
質

上
、
評
論
な
ど
に
お
い
て
犯
人
像
を
詳
し
く
記
述
し
て
評
価
す
る
こ

と
は
困
難
な
た
め
、
た
と
え
ば
特
徴
的
な
探
偵
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

よ
っ
て
印
象
づ
け
る
よ
う
な
作
品
と
比
較
す
る
と
、
紹
介
文
な
ど
で

触
れ
に
く
か
っ
た
は
ず
で
、
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
作
品
の
知
名
度
が
次
第

に
下
が
っ
て
い
っ
た
背
景
に
は
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。

今
回
紹
介
す
る
こ
の
井
上
宛
書
簡
は
、「
医
者
よ
自
分
を
癒
せ
」
に

つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
こ
の
作
品
の
主
人
公
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
「
罪
と
罰
」

の
主
人
公
を
想
起
さ
せ
は
す
る
が
、
そ
れ
と
は
異
な
り
、
な
ん
と
な

く
同
感
で
き
な
い
部
分
が
多
い
と
い
う
よ
う
に
乱
歩
は
述
べ
る
。

「
医
者
よ
自
分
を
癒
せ
」
の
主
人
公
は
悪
人
な
の
だ
が
、
そ
の
自
己

弁
護
を
作
者
が
肯
定
的
に
書
い
て
い
る
か
判
然
と
し
な
い
。
犯
人
の

主
張
を
作
者
が
偽
善
と
し
て
描
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
正

し
い
も
の
と
し
て
書
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
て
し
ま
う
。
ま
た
、

描
か
れ
る
犯
行
動
機
が
確
固
と
し
て
い
な
い
の
で
、
正
義
と
し
て
殺

人
を
お
こ
な
っ
た
と
も
、
被
害
者
へ
の
嫌
悪
か
ら
お
こ
な
っ
た
と

も
、
利
己
心
か
ら
お
こ
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ

う
に
、
主
人
公
の
造
形
に
ま
ず
不
満
を
表
明
す
る
。
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だ
が
、
こ
の
作
品
の
心
理
探
求
的
な
と
こ
ろ
や
、
真
相
へ
と
近
づ

く
展
開
な
ど
は
高
く
評
価
し
、
ブ
ー
ル
ジ
ェ
の
「
ア
ン
ド
レ
・
コ
ル

ネ
リ
ス
」
と
近
い
も
の
を
感
じ
る
と
い
う
。
ブ
ー
ル
ジ
ェ
は
フ
ラ
ン

ス
の
小
説
家
で
、
明
治
期
か
ら
翻
訳
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
純

文
学
に
は
及
ば
な
い
け
れ
ど
も
、
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
に
は
他
の
探
偵
小

説
に
は
な
い
教
養
と
大
人
ら
し
さ
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
書
く
。

一
方
で
、
探
偵
小
説
の
構
成
と
し
て
は
「
意
外
性
」
が
乏
し
い
。

ま
た
、
父
の
行
動
や
妻
の
造
形
、
状
況
な
ど
に
も
不
自
然
な
と
こ
ろ

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
不
満
を
中
心
に
述
べ
た
あ
と
、
評
価
で
き
る
部
分
を

挙
げ
る
。
主
人
公
を
悪
人
と
し
て
描
い
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
と
し

て
こ
の
悪
人
の
描
き
方
を
評
価
す
る
。
悪
人
の
描
き
方
に
、
黒
岩
涙

香
の
翻
案
小
説
と
似
た
も
の
を
感
じ
る
。「
探
偵
小
説
の
み
な
ら
ず
、

広
く
文
学
一
般
を
通
じ
て
、
か
う
い
ふ
邪
悪
の
恐
ろ
し
さ
を
描
き
得

る
作
家
は
、
殆
ん
ど
類
が
な
い
と
感
じ
ま
す
。」

さ
ら
に
「
現
在
法
律
や
習
慣
で
邪
悪
と
さ
れ
て
ゐ
る
行
為
も
、
永

遠
の
眞
実
で
は
な
く
、
絶
対
の
罪
な
ん
て
も
の
は
あ
り
得
な
い
。」
こ

う
い
っ
た
主
人
公
の
思
想
に
乱
歩
は
共
感
を
表
明
し
て
い
る
。

ま
と
め
と
し
て
は
、「
赤
毛
の
レ
ド
メ
イ
ン
家
」「
闇
か
ら
の
声
」

「
医
師
よ
自
分
を
癒
せ
」
の
三
作
品
を
乱
歩
は
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
の
三

大
犯
罪
小
説
と
考
え
た
が
、
こ
の
「
医
師
よ
自
分
を
癒
せ
」
は
、
他

の
二
作
品
と
比
べ
る
と
少
し
劣
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
時
点

で
評
価
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

井
上
良
夫
宛
乱
歩
書
簡
は
、
す
で
に
一
部
は
「
探
偵
小
説
論
争
」

と
し
て
中
島
河
太
郎
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
同
人
誌
「
黄
色

の
部
屋
」
に
掲
載
さ
れ
、
講
談
社
版
江
戸
川
乱
歩
全
集
、
講
談
社
江

戸
川
乱
歩
推
理
文
庫
な
ど
に
も
収
録
さ
れ
た
）。
昭
和
十
八
年
の
書

簡
が
中
心
だ
が
、
そ
の
中
で
も
、
乱
歩
は
く
り
か
え
し
「
赤
毛
の
レ

ド
メ
イ
ン
家
」
に
つ
い
て
触
れ
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。「
闇
か
ら
の

声
」
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
八
年
一
月
二
十
七
日
付
書
簡
で
、
探
偵

小
説
は
再
読
と
初
読
で
は
印
象
が
異
な
る
と
い
っ
た
こ
と
を
述
べ
た

と
こ
ろ
で
、「「
闇
か
ら
」
も
再
読
し
た
ら
そ
れ
ほ
ど
で
な
か
っ
た
」

と
い
う
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
医
者
よ
自
分
を
癒
せ
」
に
つ
い
て
は
、
同
じ
書
簡
で
「
今
ま
で
貴

兄
か
ら
拝
借
し
た
本
の
内
で
、
御
訳
の
あ
る
も
の
は
別
と
し
て
、
何

が
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
の
医
者
の

犯
罪
の
あ
れ
で
す
。
何
か
と
け
な
し
ま
し
た
が
、
今
度
は
何
を
訳
す

る
か
と
考
え
て
見
る
と
、
小
生
の
知
っ
て
い
る
範
囲
で
は
あ
れ
に
と

ど
め
を
さ
す
の
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
た
事
で
す
。 

“To W
ake

” も
い

い
が
、
何
だ
か
あ
の
方
に
余
計
引
か
れ
る
よ
う
で
す
」
と
書
か
れ
て

い
る
。
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前
号
で
紹
介
し
た
「To W

ake the D
ead

」
と
今
回
の
「
医
者
よ

自
分
を
癒
せ
」、
昭
和
十
三
・
四
年
の
書
簡
で
の
話
題
が
昭
和
十
八

年
に
も
続
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
二
作
品
が
二
人
に
と
っ
て
重
要
な
作

品
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

約
二
年
後
、
昭
和
二
十
年
四
月
に
井
上
は
病
死
す
る
が
、
そ
れ
ま

で
の
書
簡
で
の
や
り
と
り
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
も
の
が
、
戦
後
乱

歩
の
活
動
の
礎
と
な
っ
て
い
っ
た
。
乱
歩
の
海
外
探
偵
小
説
の
知
識

は
『
随
筆
探
偵
小
説
』『
幻
影
城
』『
続
・
幻
影
城
』
な
ど
の
評
論
と

し
て
結
実
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、「
ハ
ヤ
カ
ワ
・
ミ
ス
テ
リ
・

ブ
ッ
ク
ス
の
最
初
の
一
年
ぐ
ら
い
の
出
版
は
、
こ
の
「
幻
影
城
」
が

指
針
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
と
『
探
偵
小
説
四
十
年
』
で
乱
歩
が
書

い
て
い
る
よ
う
に
、
翻
訳
す
る
作
品
の
選
定
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
た
の
だ
っ
た
。

『
続
・
幻
影
城
』
の
「
類
別
ト
リ
ッ
ク
集
成
」
や
『
探
偵
小
説
の

謎
』
な
ど
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
乱
歩
は
探
偵
小
説
の
ト
リ
ッ
ク

を
最
も
重
視
し
て
い
た
。

そ
の
一
方
で
、
た
と
え
ば
、
横
溝
正
史
の
『
本
陣
殺
人
事
件
』
を

評
す
る
際
に
、
こ
の
作
品
の
欠
点
と
し
て
、
悪
人
の
描
き
方
が
不
十

分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

ト
リ
ッ
ク
に
次
い
で
、
悪
人
を
描
く
こ
と
が
探
偵
小
説
の
重
要
な
部

分
と
も
考
え
て
い
た
。
こ
れ
も
他
の
多
く
の
評
論
で
も
見
る
こ
と
が

で
き
る
し
、
乱
歩
が
戦
前
に
書
い
た
い
わ
ゆ
る
通
俗
長
篇
で
も
感
じ

ら
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
書
簡
は
、
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
の
描
く
人
物
に
つ
い
て
書
く
こ
と

で
、
そ
の
よ
う
な
、
乱
歩
の
探
偵
小
説
観
の
重
要
な
部
分
に
触
れ
た

も
の
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

落
合
教
幸

（
立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
調 

査
員
）　
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　［
　
］
消
し
て
あ
る
部
分
　
　
　
　
　｛
　
｝
挿
入
部
分

�

■
　
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
あ
る
文
字
　
　
□
　
判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字

フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
の
「
医
師
の
告
白
」
や
っ
と
讀
み
終
り
ま
し
た
。

来
客
其
他
に
妨
げ
ら
れ
飛
び
く
四
日
程
に
亙
っ
て
讀
み
ま
し
た
の

で
、
少
し
印
象
が
散
漫
で
す
が
、
そ
れ
は
一
つ
に
は
、
こ
の
作
が
僕

に
は
徹
夜
し
て
よ
み
通
す
程
は
面
白
く
な
か
っ
た
為
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
例
に
よ
っ
て
正
直
な
感
想
を
左
記
し
ま
す
。

　

○
思
想
に
つ
い
て

一
言
に
し
て
云
へ
ば
主
人
公
の
思
想
は
自
然
科
学
［
的
］｛
者
の
｝
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
と
も
申
す
べ
き
ペ
シ
ミ
ズ
ム
と
思
ひ
ま
す
が
、
そ
し
て
■

こ
の
作
は
そ
の
思
想
を
表
現
す
る
事
が
第
一
の
目
的
で
あ
る
か
の
如

く
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
論
理
に
は
直
ち
に
肯
■
き
得
な
い
や
う

な
矛
盾
（
と
云
は
ぬ
ま
で
も
少
く
も
■
昏
迷
）
が
含
ま
れ
て
ゐ
て
、

讀
過
中
も
讀
了
後
も
感
銘
の
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
さ
う
い
ふ
矛
盾
し
た
論
理
を
持
つ
人
物
を
｛
故
意
に
｝
描
■
い

た
の
な
れ
ば
よ
ろ
し
き
も
、
序
文
の
文
意
よ
り
せ
ば
作
者
は
こ
の
人

物
の
論
理
■
｛
を
｝
同
情
し
肯
定
し
て
ゐ
る
か
の
如
く
見
え
る
の
で
、

結
局
、
■
作
と
し
て
何
か
し
ら
矛
盾
の
や
う
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。

こ
の
主
人
公
の
思
想
（
犯
罪
肯
定
の
）
は
ド
翁
の
「
罪
と
罰
」
の
主

人
■
公
の
思
想
を
思
ひ
起
さ
せ
ま
す
が
（
必
ず
し
も
戦
争
と
｛
個
人
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的
｝
殺
人
と
の
［
混
同
］｛
同
一
視
｝
の
点
の
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

し
か
し
「
罪
と
罰
」
は
主
人
公
の
思
想
も
感
■
｛
情
｝
も
十
分
同
情

出
来
、
深
く
引
き
つ
け
れ
ら
れ
る
の
に
反
し
て
、
こ
の
作
の
主
人
公

の
思
想
感
情
に
は
何
と
な
く
同
感
出
来
難
い
も
の
が
多
い
の
で
す
。

■
第
一
の
違
ひ
は
、［
こ
の
主
人
公
は
］「
罪
と
罰
」
の
主
人
公
は
人

を
殺
す
｛
け
｝
れ
ど
も
善
良
な
る
弱
者
と
い
ふ
感
じ
が
す
る
の
に
反

し
て
、
こ
の
作
の
主
人
公
は
眞
の
悪
人
と
い
ふ
感
じ
で
す
。［
そ
し

て
］｛
そ
れ
か
ら
、
悪
人
な
ら
悪
人
で
よ
い
も
の
を
、｝
作
者
［
が
］

｛
は
｝
そ
の
悪
人
■
｛
に
｝
正
義
め
か
し
た
自
己
弁
護
を
さ
せ
、
そ
れ

を
肯
定
し
て
ゐ
る
か
の
如
き
態
度
を
と
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
、［
非

常
に
相
違
が
あ
る
と
思
ふ
の
で
］
何
と
な
く
ス
ッ
キ
リ
し
な
い
、
肯

き
難
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

■
若
し
［
こ
れ
が
］
あ
の
饒
舌
な
自
己
弁
護
や
正
義
論
な
ど
が
単
に

主
人
公
丈
け
の
も
の
で
、
作
者
の
も
の
で
｛
は
｝
な
い
こ
と
が
ハ
ッ

キ
リ
分
れ
ば
、
つ
ま
り
作
者
は
さ
う
い
ふ
矛
盾
し
た
性
格
を
一
つ
書

い
て
み
よ
う
と
し
て
ゐ
る
の
■
で
、
主
人
公
の
正
義
観
な
ん
か
間

違
っ
た
弁
護
に
過
ぎ
な
い
と
い
ふ
事
を
［
意
識
し
］｛
讀
者
に
ハ
ッ
キ

リ
分
ら
せ
｝
て
ゐ
る
の
な
ら
、
よ
い
■
の
で
す
が
、
ど
う
も
作
者
も

主
人
公
と
一
緒
に
な
っ
て
語
っ
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
の
で
、
そ
こ

に
不
満
が
あ
る
の
で
す
。

　

○
そ
の
矛
盾
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主
人
公
の
殺
｛
人
｝
の
動
機
は
三
つ
あ
る
や
う
で
す
。
一
、
天
に
代
っ

て
実
子
殺
し
の
悪
人
を
罰
す
る
と
い
ふ
考　

二
、
性
格
｛
的
｝
に
嫌

悪
を
感
じ
る
■
■
上
に
、
表
面
の
好
意
と
は
逆
に
、｛
陰
で
｝
ひ
ど
い

悪
口
を
云
っ
た
事
に
対
す
る
恨
み
、
三
、
彼
が
死
ね
ば
遺
産
が
手
に

入
り
、
主
人
公
の
■
■
■
■
■
社
会
的
地
位
を
得
る
時
難
が
な
く
な

る
と
い
ふ
考
。

と
こ
ろ
で
、
主
人
公
は
コ
モ
湖
畔
で
の
決
意
の
際
に
、
殺
人
の
理
由

は
第
一
■
■
の
も
の
が
主
の
や
う
に
■
■
｛
考
へ
｝、
第
三
の
利
己
心

な
ど
は
打
消
し
て
ゐ
る
の
で
す
が
、
よ
く
考
へ
て
見
ま
す
と
、
第
一

の
動
機
の
根
據
が
非
常
に
薄
弱
で
、
科
学
者
級
の
如
き
人
物
が
、
そ

れ
を
信
じ
る
と
い
ふ
心
理
に
［
矛
盾
］｛
無
理
｝
が
あ
り
ま
す
。
な
る

程
主
人
公
は
随
分
綿
密
執
拗
に
心
理
的
探
求
を
し
ま
す
け
れ
ど
、
結

局
の
と
こ
ろ
、｛
父
が
犯
人
だ
と
い
ふ
｝
ポ
シ
ビ
リ
テ
イ
と
プ
ロ
バ
ビ

リ
テ
イ
が
あ
る
だ
け
で
、

し
か
も
、
後
に
至
っ
て
眞
犯
人
が
現
は
れ
て
見
る
と
、
殺
さ
れ
た
子

と
の
女
争
ひ
か
な
■
と
分
る
の
で
す
が
、
さ
う
い
ふ
恋
愛
事
件
を
、

■
■
■
あ
の
名
探
偵
が
少
し
も
探
り
得
な
か
っ
た
と
い
ふ
の
は
ア
ッ

ケ
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
主
人
■
公
の
慎
重
綿
密
な
心
理
探
求
も
、
眞

実
の
犯
人
｛
発
見
｝
が
人
力
の
及
ば
ぬ
や
う
な
む
つ
か
し
い
も
の
で

な
か
っ
た
と
分
る
と
、
一
向
ね
う
ち
が
な
く
な
っ
て
、
讀
者
は
失
望

を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
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そ
れ
以
上
に
は
一
歩
も
出
■
て
は
ゐ
な
い
の
で
す
。
仕
方
が
な
い
の

で
、
作
者
は
コ
モ
湖
畔
｛
で
｝
の
天
の
啓
示
の
如
き
も
の
を
描
い
て
、

直
覚
的
に
そ
れ
を
確
信
さ
せ
て
ゐ
ま
す
が
、
科
学
者
級
の
如
き
人
物

が
、
し
か
も
自
己
の
■
立
身
出
世
を
第
一
と
し
て
慎
重
に
計
畫
し
て

ゐ
る
や
う
な
功
利
的
人
物
が
、
そ
ん
な
非
科
学
的
な
信
念
か
ら
、
殺

人
を
犯
す
に
至
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
性
格
的
に
も
心
理
的
に
も
矛
盾

で
は
な
い
で
せ
う
か
。

で
は
第
二
の
動
機
は
ど
う
か
と
い
ひ
ま
す
と
、
性
格
的
嫌
悪
と
い
ふ

も
の
は
強
い
動
機
と
は
な
り
得
ま
す
が
、
そ
れ
も
主
人
公
の
功
利
的

性
格
と
｛
現
在
の
幸
福
な
状
態
と
｝
■
睨
み
合
わ
せ
、
且
つ
は
彼
が

愛
妻
の
父
で
あ
る
点
ま
で
考
へ
ま
す
と
、
必
ず
殺
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
程
に
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。（
序
で
な
が
ら
、
主
人
公
は
｛
彼

の
｝
陰
の
悪
口
を
聞
い
て
、
さ
う
い
ふ
嘘
つ
き
な
れ
ば
、
殺
人
も
犯

し
た
で
あ
ら
う
と
い
ふ
、
妙
な
推
理
を
し
て
ゐ
ま
す
が
、
こ
れ
な
ん

か
ひ
ど
く
非
科
学
的
で
す
。
作
者
の
■
｛
苦
｝
し
ま
ぎ
れ
と
い
ふ
感

じ
が
し
ま
す
。）

結
局
、
本
人
は
否
定
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
、
眞
実
の
動
機
は
第
三
の
遺

産
問
題
に
帰
着
す
る
外
は
な
い
の
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
。
僕
が
主

人
公
の
心
理
を
分
析
し
て
見
る
と
、
さ
う
い
ふ
結
論
に
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
な
れ
ば
、
立
身
栄
達
を
あ
れ
程
願
っ
て
ゐ
る
主
人
公
■
の

性
格
と
ピ
ッ
タ
リ
一
致
し
ま
す
。［
十
年
ほ
ど
の
時
間
が
セ
ー
ヴ
出
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来
る
の
で
す
か
ら
］

と
こ
ろ
で
、
本
人
が
こ
の
最
大
の
動
機
を
■
■
■
■
否
定
■
（
死
際

に
な
っ
て
も
ま
だ
）
し
て
ゐ
る
■
｛
こ
｝
と
は
、
さ
う
い
ふ
■
■
■

■
｛
偽
善
者
｝
と
す
れ
ば
少
し
も
構
は
な
い
の
で
す
が
、
問
題
は
作

者
の
気
持
で
す
。
作
者
も
主
人
公
と
共
に
、
こ
の
物
質
｛
的
｝
動
機

を
否
定
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
で
せ
う
か
。
全
体
の
文
意
か
ら
、
ど

う
も
さ
う
と
し
か
考
へ
ら
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
作
者
は
こ
の
人
物
を

｛
必
ず
し
も
｝
悪
人
と
し
て
描
か
う
と
し
て
ゐ
な
い
■
｛
の
｝
で
す
。

妙
な
云
ひ
方
を
す
れ
ば
、
作
者
は
こ
の
第
三
の
動
機
の
み
が
眞
の
動

機
と
し
て
許
さ
れ
る
と
い
ふ
、
主
人
公
に
と
っ
て
は
不
利
な
事
実

を
、｛
主
人
公
と
共
に
｝
故
意
に
認
め
よ
う
と
し
な
い
か
、
或
は
気
が

つ
か
な
い
か
■
ど
ち
ら
か
な
の
で
す
。
そ
の
事
は
讀
者
に
非
常
な
不

満
を
与
へ
ま
す
。

別
の
云
ひ
方
を
す
れ
ば
、
主
人
公
は
科
学
的
冷
血
漢
と
云
っ
て
も

い
ヽ
程
、
さ
へ
渡
っ
た
理
智
の
持
主
で
す
が
、
こ
の
人
物
［
が
］
の

殺
人
の
動
機
が
［
全
く
］｛
結
局
す
る
所
｝
感
情
（
功
利
と
矛
盾
す
る

感
情
）
的
な
も
の
［
の
如
く
］｛
に
｝
描
か
れ
て
ゐ
る
の
は
、
主
人
公

の
矛
盾
と
い
ふ
よ
り
も
、
寧
ろ
作
者
の
矛
盾
或
は
昏
迷
の
や
う
に
思

は
れ
る
と
い
ふ
こ
と
で
す
。

［
右
は
主
人
公
の
［
考
え
方
］
性
格
と
殺
人
動
機
と
の
矛
盾
で
す
が
、

主
人
公
の
性
格
と
彼
自
身
の
思
想
と
の
間
に
も
］
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右
は
主
人
公
の
性
格
と
殺
人
動
機
と
の
矛
盾
で
す
が
、
も
っ
と
大
き

い
矛
盾
は
主
人
公
の
［
性
格
］｛
行
為
｝
と
そ
の
思
想
の
矛
盾
で
す
。

彼
の
犯
罪
に
対
す
る
思
想
は
最
終
の
結
■
び
に
要
約
さ
れ
て
ゐ
ま
す

が
、
そ
れ
以
前
、
殺
人
を
決
意
す
る
際
に
も
、
同
じ
思
想
が
ほ
の
見

え
て
ゐ
ま
す
。
一
言
に
云
へ
ば
「
自
然
は
無
関
心
で
あ
る
。
道
徳
は

人
間
の
社
会
生
活
が
作
り
出
し
た
人
間
の
も
の
で
あ
る
。
■
｛
私
｝

は
そ
の
自
然
に
な
ら
っ
て
、｛
人
為
的
｝
道
徳
を
超
越
し
て
不
必
要
な

人
間
を
こ
の
世
か
ら
抹
殺
す
る
」
と
い
ふ
考
へ
方
で
す
が
、
し
か
し
、

僕
に
は
こ
の
思
想
そ
の
も
の
が
、
作
者
の
立
身
栄
達
を
望
む
｛
現
実

的
｝
功
利
的
性
格
と
睨
み
合
せ
て
、
ど
う
も
偽
善
的
自
己
弁
ソ
と
し

か
考
へ
ら
れ
な
い
の
で
す
。「
罪
と
罰
」
の
主
人
公
が
大
威
張
り
で
同

じ
や
う
な
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
振
り
廻
し
て
｛
も
｝
少
し
も
矛
盾
は
感
じ

ま
せ
ん
が
、
こ
の
現
実
主
義
者
が
、
■
■
｛
殺
人
の
理
由
に
つ
い
て

だ
と
さ
う
｝
い
ふ
ニ
ヒ
リ
ズ
を
云
ふ
の
は
、
偽
善
と
し
か
考
へ
ら
れ

な
い
の
で
す
。
し
か
も
、
作
者
が
こ
れ
を
偽
■
善
と
し
て
で
な
く
、

眞
面
目
に
書
い
て
ゐ
る
点
に
、
作
中
人
物
の
性
格
と
思
想
と
の
矛
盾

と
い
ふ
や
う
な
も
の
を
感
じ
る
の
で
す
。（
終
り
の
方
で
、
眞
犯
人
の

告
白
を
聞
い
て
主
人
公
が
び
っ
く
り
し
た
り
、
後
悔
し
た
り
す
る
の

も
を
か
し
い
。
こ
れ
は
天
に
代
り
て
悪
を
除
く
と
い
ふ
第
一
の
動
機

が
確
立
し
て
ゐ
■
な
い
以
上
は
、
シ
ッ
ク
リ
と
来
な
い
の
で
す
）

　

〇
「
コ
ル
ネ
リ
ス
」
と
の
比
較
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「
医
師
の
告
白
」
は
探
偵
小
説
と
い
ふ
よ
り
も
単
に
心
理
小
説
と
呼

ぶ
べ
き
種
類
の
大
人
ら
し
い
作
品
と
思
ひ
ま
す
が
、
全
文
に
溢
れ
る

心
理
探
求
的
な
と
こ
ろ
、
解
き
難
き
殺
人
が
あ
り
、
大
方
目
星
を
つ

け
た
相
手
の
心
理
を
探
っ
て
徐
々
に
眞
相
に
近
づ
い
て
行
く
と
こ

ろ
、
復
讐
を
す
る
所
な
ど
は
、
ブ
ー
ル
ジ
ェ
の
「
ア
ン
ド
レ
・
コ
リ

ネ
リ
ス
」
を
思
ひ
出
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
作
は
「
コ
ル
ネ

リ
ス
」
に
は
遠
く
及
ば
な
い
と
い
ふ
感
じ
で
す
。｛「
コ
ル
ネ
リ
ス
」

は
ブ
ウ
ル
ジ
エ
の
も
の
と
し
て
は
不
満
の
あ
る
第
二
流
の
も
の
な
る

に
も
拘
ら
ず
｝
同
じ
心
理
探
求
で
も
、
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
の
は
常
套
な

平
凡
な
論
理
が
目
立
ち
す
ぎ
て
、「
も
う
分
っ
て
ゐ
る
」
と
い
ひ
た
い

や
う
な
啓
蒙
的
な
口
調
の
平
俗
な
人
生
観
が
、
到
る
所
饒
舌
に
挿
入

さ
れ
す
ぎ
て
ゐ
て
、
退
■
屈
で
す
。「
ジ
ッ
グ
・
ソ
ウ
」
の
リ
ン
グ

ロ
ー
ズ
の
人
生
観
的
饒
舌
と
同
じ
や
う
な
［
不
満
を
覚
え
］
煩
は
し

さ
を
覚
え
ま
し
た
。
ブ
ー
ル
ジ
ェ
と
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
で
は
作
家
と
し

て
の
資
質
が
違
ふ
の
で
す
か
ら
、
こ
の
比
較
は
無
理
で
す
が
、「
医
師

の
告
白
」
に
は
凡
百
の
探
偵
作
家
な
ど
遠
く
及
ば
な
い
教
養
と
大
人

ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
の
で
、
態
と
純
文
学
と
比
べ
て
見
た
訳
で

す
。

し
か
し
、
フ
ィ
氏
は
や
は
り
探
偵
小
説
好
き
で
す
ね
。
終
り
に
眞
犯

人
を
出
し
た
り
、
そ
の
眞
犯
人
の
伏
線
を
■
｛
敷
｝
い
て
置
い
た
り
、

又
主
人
公
と
第
二
回
の
名
探
偵
と
の
会
話
の
ス
リ
ル
な
ど
、
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｛
又
第
一
と
第
二
の
殺
人
の
所
、
と
■
月
日
ま
で
一
致
さ
せ
て
見
た

り
｝

子
供
ら
し
い
代
り
に
、
こ
れ
は
ブ
ウ
ル
ジ
ェ
な
ん
か
眞
似
の
出
来
な

い
探
偵
小
説
独
自
の
も
の
で
す
ね
。

　

〇
そ
の
他
の
不
満

僕
は
無
論
「
医
師
の
告
白
」
に
は
相
当
感
｛
心
｝
し
て
、
色
々
教
え

ら
れ
も
し
て
ゐ
る
の
で
す
か
ら
、
先
づ
褒
め
る
つ
も
り
の
と
こ
ろ
、

つ
い
く
さ
す
方
が
先
に
な
り
ま
し
た
。
あ
と
ま
で
よ
ん
で
下
さ
い
。

こ
れ
を
探
偵
小
説
｛
と
｝
見
る
時
に
は
、
構
成
の
上
に
二
三
の
大
き

な
不
満
が
あ
り
ま
す
。（
し
か
し
こ
の
不
満
は
先
に
述
べ
た
も
の
に

比
べ
て
は
取
る
に
も
足
ら
な
い
問
題
で
す
が
）

（
一
、）
意
外
性
の
乏
し
い
こ
と
。
作
者
［
は
］｛
が
｝
最
後
に
眞
犯
人

を
出
し
■
■
■
た
の
は
、
必
ず
し
も
意
外
の
為
で
は
な
い
と
思
ひ
ま

す
が
、
多
少
そ
の
ス
リ
ル
を
狙
っ
た
所
も
見
え
ま
す
の
で
、
そ
の
範

囲
で
、
意
外
性
の
乏
し
さ
は
不
満
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
な
ぜ
意
外
が

な
い
か
と
■
云
ふ
と
、
第
一
は
最
初
妻
の
父
を
犯
人
と
断
定
す
る
根

據
が
、
上
述
の
や
う
に
薄
弱
な
為
に
、
讀
者
は
主
人
公
の
独
断
を
感

じ
な
が
ら
よ
み
つ
ヾ
け
て
ゐ
、
他
に
犯
人
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
こ

と
を
、
ほ
の
か
に
感
じ
て
ゐ
る
か
ら
で
す
。
第
二
は
、
■
早
い
頁
で

｛
眞
｝
犯
人
の
家
庭
が
と
っ
て
つ
け
た
や
う
に
描
か
れ
て
ゐ
て
、
こ
れ

は
一
体
何
の
為
に
書
い
た
の
だ
ら
う
、
若
し
か
し
た
ら
こ
の
余
り
好
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意
の
持
て
な
い
乱
暴
者
の
息
子
が
犯
人
で
は
な
い
か
と
、
誰
し
も
一

應
疑
っ
て
見
る
か
ら
で
す
。
探
偵
小
説
と
し
て
見
れ
ば
、
あ
の
眞
犯

人
の
家
庭
の
挿
入
の
し
か
た
は
、
極
め
て
不
手
際
で
し
た
。

（
二
）
妻
の
父
が
主
人
公
を
詈
っ
た
こ
と
、
な
ぜ
あ
の
時
に
限
っ
て
あ

ん
な
に
ひ
ど
く
詈
っ
た
か
と
い
ふ
事
が
、
遂
に
説
明
さ
れ
て
ゐ
な
い

点
。
偽
善
者
に
は
違
ひ
な
い
と
し
て
も
、
あ
の
ゾ
ツ
と
す
る
や
う
な

表
裏
■
の
あ
る
■
■
｛
言
動
｝
は
、
ひ
ど
く
唐
突
な
の
で
す
か
ら
、

ど
こ
か
で
父
の
眞
｛
の
｝
性
格
な
り
心
理
な
り
が
説
明
さ
れ
な
け
れ

ば
、
讀
者
は
満
足
し
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
ん
な
詈
り
の

場
面
を
挿
入
し
た
の
は
、
父
■
｛
を
｝
犯
人
と
信
じ
さ
せ
る
為
の
、

讀
者
の
思
考
力
を
ご
ま
か
す
為
の
、

父
を
犯
人
と
断
じ
る
根
據
薄
弱
な
為
、
こ
れ
を
補
ふ
為
の
、

作
者
の
手
段
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
、
作
為
的
な

不
自
然
な
も
の
を
感
じ
る
と
思
ひ
ま
す
。

（
三
）
主
人
公
｛
の
｝
妻
は
非
常
に
物
分
り
の
い
ヽ
、
理
智
も
感
情
も

完
全
な
女
で
す
が
、
そ
の
女
が
父
を
少
し
も
疑
は
ず
、
信
じ
切
り
愛

し
切
っ
て
ゐ
る
の
が
、
主
人
公
に
は
常
に
い
ぶ
か
し
く
感
じ
ら
れ
て

ゐ
ま
し
た
。
妻
よ
り
も
一
層
か
し
こ
い
主
人
公
が
、
七
年
■
も
の
月

日
の
間
、
こ
の
点
か
ら
一
應
の
探
求
を
し
て
見
な
か
っ
た
の
は
、
不

自
然
で
す
。「
こ
れ
程
■
物
の
眞
髄
を
洞
察
す
る
女
が
、
父
に
限
っ
て

見
誤
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
の
は
変
だ
。
ひ
よ
っ
と
し
た
ら
私
自
身
の
方
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に
大
き
な
思
違
ひ
が
あ
る
ん
ぢ
や
な
い
か
し
ら
」
と
一
應
反
省
し
て

見
る
位
の
理
智
は
働
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ひ
ま
す
。
な
に
し
ろ
人
を

殺
す
か
殺
さ
ぬ
か
の
問
題
で
す
か
ら
ね
。

（
四
）
前
に
一
寸
ふ
れ
た
事
で
す
が
、｛
殺
さ
れ
た
｝
息
子
と
眞
犯
人

の
青
年
と
が
一
人
の
女
を
争
っ
て
ゐ
た
こ
と
が
最
後
に
明
か
に
な
る

と
、
さ
う
い
ふ
ラ
ヴ
・
ア
フ
エ
ア
が
狭
い
土
地
で
全
く
秘
密
に
行
は

れ
、｛
永
年
に
亙
り
父
も
妹
も
召
使
も
、
友
人
も
、
知
ら
ず
、｝
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
・
ヤ
ー
ド
の
名
探
偵
の
あ
れ
程
の
探
求
に
も
拘
ら
ず
、
そ

の
片
影
さ
へ
摑
む
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
い
ふ
こ
と
が
、
全
体
の

筋
の
｛
最
も
重
大
な
｝
前
提
と
な
っ
て
ゐ
■
た
事
［
が
］
に
気
附
き
、

讀
者
は
［
こ
こ
に
］
何
か
こ
｛
こ
｝
に
ア
ッ
ケ
な
い
や
う
な
失
望
を

感
じ
ま
す
。
■
■
■
■
■
ア
ン
フ
ェ
ア
と
は
云
へ
な
い
ま
で
も
、
そ

れ
に
似
た
感
じ
を
受
け
ま
す
。

　

〇
眞
の
悪
人
の
描
け
る
作
家

不
満
は
こ
れ
位
に
し
て
、
次
に
満
足
し
た
方
を
書
き
ま
す
。

先
づ
立
派
な
心
理
小
説
と
い
ふ
点
で
満
足
し
た
こ
と
は
先
に
も
ふ
れ

ま
し
た
が
、
次
に
は
、
悪
人
が
驚
く
程
巧
み
に
書
け
て
ゐ
る
こ
と
を

最
も
強
く
感
じ
ま
し
た
。（
無
論
主
人
公
が
悪
人
だ
と
い
ふ
意
味
で

す
）
立
派
な
科
学
者
で
、
紳
士
で
、
自
分
自
身
さ
へ
も
正
し
い
人
間

と
感
じ
て
ゐ
る
（
僕
は
こ
れ
を
偽
善
と
見
る
の
で
す
が
、
無
意
識
に

も
せ
よ
）
男
が
、
そ
の
実
ど
ん
な
あ
か
ら
さ
ま
な
犯
罪
者
よ
り
も
、
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一
層
恐
ろ
し
い
邪
悪
な
る
利
己
心

如
何
に
自
己
弁
ゴ
を
為
さ
う
と
も

を
持
っ
て
ゐ
て
、
永
い
計
畫
を
立
て
、
徐
々
に
、
正
確
に
、
綿
密
に
、

執
拗
に
、
或
は
心
理
的
探
究
を
為
し
、
相
手
以
上
の
悪
心
を
以
て
猜

疑
し
、
或
は
全
く
発
覚
の
お
そ
れ
な
き
殺
人
を
計
畫
し
、
時
と
所
の

一
致
な
ど
と
い
ふ
奇
妙
な
着
想
を
す
る
余
裕
さ
へ
あ
り
、
殺
人
■
後

も
冷
血
漢
の
如
く
平
然
と
し
て
そ
の
事
件
を
論
じ
、
名
探
偵
の
前
で

自
分
を
疑
■
へ
と
挑
戦
す
る
程
の
［
極
端
な
悪
人
で
あ
る
］
度
胸
が

あ
る
と
い
ふ
の
は
、
こ
れ
が
極
悪
人
に
非
ず
し
て
何
で
せ
う
か
。
大

英
雄
に
も
比
す
べ
き
大
悪
人
で
す
。
そ
の
人
物
の
鋭
さ
、
綿
密
正
確

さ
、
執
拗
さ
な
ど
が
実
に
よ
く
書
け
て
ゐ
て
、
讀
者
を
戦
慄
せ
し
め

ま
す
。
こ
の
暗
い
暗
い
猜
疑
の
世
界
。
人
の
心
の
奥
の
■
奥
を
探
っ

て
、
動
物
と
し
て
持
っ
て
ゐ
る
隠
さ
れ
た
邪
悪
の
秘
密
を
抉
り
出
し

て
来
る
探
求
は
、
探
求
者
自
身
そ
の
邪
悪
を
人
■
一
倍
に
持
っ
て
ゐ

な
け
れ
ば
出
来
な
い
こ
と
で
す
。

僕
は
涙
香
の
翻
案
小
説
に
溢
れ
て
ゐ
る
暗
さ
、
邪
悪
の
魂

原
作
と
は
別
の
も
の
、
涙
香
自
身
の
性
格
か
ら
生
れ
た
も
の
と
思

ふ
。

と
い
ふ
や
う
な
も
の
に
引
き
つ
け
ら
れ
る
の
で
す
が
、
あ
る
評
者
は

涙
香
物
の
最
大
の
特
徴
は
本
当
の
悪
人
が
書
け
■
て
ゐ
る
事
だ
と
云

ひ
ま
し
た
が
、
あ
る
意
味
で
同
感
で
す
。
そ
れ
と
同
じ
こ
と
が
フ
ィ
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氏
に
も
云
へ
る
と
思
ひ
ま
す
。
無
論
教
養
に
於
て
涙
香
よ
り
も
優
れ

て
ゐ
る
フ
ィ
氏
で
す
か
ら
、｛
描
か
れ
る
｝
悪
の
深
さ
も
フ
ィ
氏
の
方

が
深
い
と
思
ひ
ま
す
が
、
質
と
し
て
は
似
た
も
の
を
感
じ
ま
す
。

「
赤
毛
」
や
「
闇
か
ら
の
声
」
で
も
そ
れ
を
感
じ
ま
し
た
が
、「
医
師

の
告
白
」
を
よ
ん
で
、
■
｛
そ
｝
れ
｛
が
｝
■
十
二
分
に
分
り
ま
し

た
。
こ
れ
こ
そ
、
フ
ィ
氏
の
魅
力
の
最
大
な
も
の
で
は
な
い
で
せ
う

か
。「
赤
毛
」
の
讀
後
に
残
る
｛
異
常
な
残
像
｝
は
、
涙
香
の
初
版
本

の
挿
絵
の
あ
の
暗
い
邪
悪
の
残
像
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
り
、
つ
ま

り
は
こ
の
邪
悪
を
抉
る
深
さ
、
人
の
心
の
奥
の
■
暗
さ
｛
を
探
る
執

念
｝
と
い
ふ
や
う
な
も
の
が
、
■
■
■
残
像
と
［
錯
覚
さ
れ
る
の
で

は
な
い
で
せ
う
か
］
な
っ
て
消
え
や
ら
ぬ
の
で
は
な
い
で
せ
う
か
。

探
偵
小
説
の
み
な
ら
ず
、
広
く
文
学
■
一
般
を
通
じ
て
、
か
う
い
ふ

邪
悪
の
恐
ろ
し
さ
を
描
き
得
る
作
家
［
が
］
は
、
殆
ん
ど
類
が
な
い

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
純
文
学
で
も
一
寸
今
そ
れ
程
の
作
を

思
ひ
出
せ
ま
せ
ん
。
ド
翁
な
ど
に
も
な
い
味
で
す
。
ア
ヽ
、
バ
ル

ザ
ッ
ク
に
は
｛
極
｝
悪
人
が
描
か
れ
て
ゐ
ま
す
ね
。
し
か
し
フ
ィ
氏

の
は
バ
氏
の
と
■
も
違
ふ
や
う
な
気
が
し
ま
す
。｛
フ
ィ
氏
の
だ
け

に
あ
る
味
を
｝
一
口
に
云
へ
ば
猜
疑
心
の
怖
さ
で
す
。
こ
の
味
も
探

偵
作
家
だ
か
ら
こ
そ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
こ
■
■
｛
れ
｝
は
も
っ

と
深
く
考
へ
て
見
る
｛
べ
き
｝
事
柄
の
や
う
に
思
は
れ
ま
す
。

　

〇
思
想
の
共
鳴
点
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主
人
公
■
の
性
格
と
そ
の
思
想
に
は
矛
盾
を
感
じ
ま
す
が
、｛
結
論

と
し
て
の
｝
思
想
だ
け
引
き
離
し
て
考
へ
て
見
る
と
、
こ
の
人
生
観

に
は
僕
を
｛
強
く
｝
引
き
つ
け
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。「
悪
（
罪
）
と

い
ふ
も
の
は
人
間
｛
の
社
会
生
活
｝
が
｛
便
宜
上
｝
拵
へ
出
し
た
も

の
で
、
自
然
は
無
関
心
だ
。
動
物
や
原
始
人
は
殺
人
が
日
常
の
必
要

事
だ
し
、
人
間
社
会
で
も
、
戦
争
と
な
れ
ば
自
然
に
な
っ
て
、［
罪
も

罰
も
な
い
。］
殺
人
が
公
認
さ
れ
る
。
又
悪
（
罪
）
■
も
歴
史
上
の
時

代
に
よ
っ
て
、
色
々
に
変
り
、
■
母
系
時
代
に
は
妻
の
貞
操
■
■
な

ど
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
っ
た
し
、
武
士
斬
捨
て
御
免
時
代
に
は
、
殺

■
人
が
公
許
さ
れ
て
ゐ
た
。
だ
か
ら
現
在
法
律
や
習
慣
で
邪
悪
と
さ

れ
て
ゐ
る
行
為
も
、
永
遠
の
眞
実
で
は
な
く
、
絶
対
の
罪
な
ん
て
も

の
は
あ
り
得
な
い
。」
と
い
ふ
の
は
僕
の
日
頃
の
考
へ
で
、
い
つ
か

「
残
虐
へ
の
■
郷
愁
」
と
■
い
ふ
短
文
に
も
書
い
た
こ
と
で
す
が
、
そ

れ
と
同
じ
思
想
が
「
医
師
の
告
白
」
の
主
人
公
の
｛
自
然
｝
科
学
者

的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
根
底
を
為
し
て
ゐ
ま
す
。
右
の
文
と
そ
の
ま
ヽ
の

文
句
も
書
い
て
あ
っ
た
と
思
ひ
ま
す
。
こ
の
点
で
は
我
が
意
を
得
、

フ
ィ
氏
に
親
し
み
を
覚
え
ま
し
た
。

　

〇
其
他
の
魅
力

例
に
よ
っ
て
心
理
的
闘
争
の
ス
リ
ル
と
、
風
景
と
恐
怖
と
の
組
み
合

わ
｛
せ
｝
と
が
、
最
も
巧
み
で
、
見
せ
場
と
な
っ
て
ゐ
ま
す
ね
。
前

者
は
主
人
公
が
殺
人
後
名
探
偵
と
の
問
答
で
、
俺
を
疑
へ
く
と
突
か
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か
っ
て
行
く
■
ス
リ
ル
、（「
罪
と
罰
」
で
ラ
ス
コ
ー
■
リ
ニ
コ
フ
が

｛
役
人
｝
に
札
ビ
ラ
を
見
せ
び
ら
か
す
ス
リ
ル
と
同
じ
）
後
者
は
又
し

て
も
コ
モ
湖
畔
の
静
寂
な
る
美
景
と
、
そ
こ
で
主
人
公
が
殺
人
を
決

意
す
る
恐
ろ
し
さ
と
の
対
比
の
妙
。
し
か
し
前
者
は
「
闇
か
ら
の
声
」

程
に
は
、
後
者
は
「
赤
毛
」
程
に
は
、
効
化
的
に
行
っ
て
ゐ
な
い
や

う
で
す
。

　
　
　
　

―
汚
い
字
で
悪
文
で
長
々
と
書
い
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
御
判
讀
下
さ
れ

ば
幸
で
す
。
ま
だ
何
か
云
ひ
■
｛
足
｝
り
な
い
事
が
あ
る
や
う
な
気

も
し
ま
す
が
、
今
即
座
に
思
ひ
出
し
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
で
止
め
ま

す
。

「
赤
毛
」「
闇
」「
医
師
の
告
白
」
の
三
つ
は
恐
ら
く
フ
ィ
氏
の
三
大
犯

罪
小
説
で
せ
う
ね
。
最
後
の
も
の
は
、
大
人
ら
し
く
心
理
小
説
と
い

ふ
点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、
色
々
の
不
満
も
あ
り
、
秤
に
か
け
て

見
る
と
、
前
二
者
よ
り
は
熱
と
力
が
足
り
な
い
気
が
し
ま
す
。
訳
■

■
｛
し
て
呉
れ
る
か
ど
う
か
｝
と
い
ふ
点
で
は
、
恐
ら
く
こ
れ
は
駄

目
で
せ
う
。

　
　

昭
十
三
年
二
月
一
日　

江
戸
川
生

井
上
大
兄


